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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民恵章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

P

舌しあ

－ －

一~一一一1

市民の意見を反映した利用
しやすい都市施設を目指して

我
孫
子
駅
周
辺
か
ら
公
園
通

り
を
通
っ
て
手
鏡
沼
公
園
ま
で

の
地
域
は
、
ま
き
に
我
孫
子
の

顔
で
す
。

ビ
ル
を
建
て
る
だ
け
で
は
、

柏
に
か
な
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
。
我
孫
子
ら
し
い
特
色
を
も

っ
た
個
性
的
な
街
並
み
に
し
た

い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
手

賀
沼
を
最
大
限
に
生
か
し
、
水

と
緑
の
あ
る
快
適
な
買
い
物
空

中
心
小
皿
二
、

拠
点
の
土
地
禾
用
１
つ
↓
て

I
マ
く

間
を
創
る
と
と
も
に
、
高
度
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
文
化
活
動

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

手
賀
沼
の
自
然
に
親
し
む
拠
点
を

整
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
は
、
手
賀
沼
公
園
通
り
を

一
方
通
行
化
し
、
歩
道
を
広
げ
並

木
道
に
し
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
作
る
な
ど
の

総
想
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
市
の
中
心
拠
点
整
備

を
先
導
す
る
の
が
、
「
貨
物
線
跡

二

ｰ

& 我
孫
子
駅
周
辺
か
ら
手
賀
沼
公
園
周
辺
に
か
け
て
の
地
域
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ

る
基
本
計
画
で
、
本
市
の
中
心
拠
点
と
し
て
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
中

心
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
、
過
去
に
策
定
し
た
「
中
心
拠
点
整
備
構
想
」
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
構
想
で
は
、
我
孫
子
駅
南
□
の
旧
国
鉄
貨
物
線
跡
地
や
手
賀
沼
公
園
に
隣
接
す
る

土
地
利
用
の
計
画
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
市
民
の
方
の
参
加
を
得
て
、
利
用
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
検
討
経
過
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
企
画
課
Ⅱ

－

蕊息潅

市
長
福
嶋
浩
彦

▼

可

，上

地
」
と
「
公
園
隣
接
地
」
の
土

地
利
用
で
す
。
建
築
家
や
芸
術

家
、
商
店
会
の
代
表
、
学
者
、

公
募
委
員
な
ど
、
多
彩
な
メ
ン

バ
ー
で
織
成
す
る
懇
談
会
で
２

つ
の
土
地
利
用
の
方
向
性
を
明

確
に
し
て
、
市
民
参
加
型
の
施

設
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
械

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 Kr麺
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▼中心拠点の核となる地域(太線内）
市
の
基
本
計
画
で
陸
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
と
し
て
、
市
内
に

６
つ
の
駅
が
あ
る
特
色
を
い
か
し
、

各
駅
の
周
辺
に
市
民
生
活
を
さ

さ
え
る
各
種
機
能
を
備
え
た
地
区

拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。我

孫
子
駅
周
辺
か
ら
手
賀
沼
公

圃
に
か
け
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
す
る
高
い
機
能
を
も
っ
た

商
業
施
設
や
業
務
施
設
を
は
じ
め
、

公
共
施
設
な
ど
を
備
え
た
中
心
拠 I

’ 中
心
拠
点
に
つ
い
て

｡

点
と
し
て
整
備
を
図
り
、
手
賀
沼

公
園
通
り
に
つ
い
て
も
我
孫
子
駅

周
辺
か
ら
手
賀
沼
公
園
を
結
ぶ
重

要
な
路
線
と
し
て
位
霞
づ
け
て
い

ま
す
。

我
孫
子
駅
周
辺
は
、
市
の
表
玄

関
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
手
黄

沼
公
園
周
辺
に
つ
い
て
は
、
手
溌

沼
や
手
賀
沼
公
園
な
ど
の
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
落
ち
着
い
た
空
間

を
形
成
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
両

地
域
を
結
ぶ
公
園
通
り
は
、
歩
行

者
を
優
先
し
た
快
適
な
買
い
物
空

間
と
し
て
整
備
を
図
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
地
域
に
位
置
す
る

旧
国
鉄
貨
物
線
跡
地
と
手
賀
沼
公

園
に
隣
接
す
る
土
地
（
左
図
参
照
）

に
つ
い
て
は
、
こ
の
拠
点
形
成
に

あ
た
り
、
非
常
に
重
要
な
土
地
と

し
て
位
置
づ
け
、
中
心
拠
点
の
核

と
し
て
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

貨
物
線
跡
地
と
手
賀
沼
公
園
に

隣
接
す
る
土
地
利
用
は
、
中
心
拠

点
を
整
術
す
る
う
え
で
大
き
な

課
題
で
す
。

〔薪鶏蕊碧蓋蕊菫贄〕 中
心
拠
点
整
備
椛
想
は
、
基
本

計
画
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
整
備

指
針
で
昭
和
錘
年
度
策
定
の

「
我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
土
地
利

用
椛
想
」
、
同
配
年
度
策
定
の

「
中
心
拠
点
整
備
織
想
」
、
平
成

３
年
度
策
定
の
「
北
側
整
備
榊
想
」

等
の
各
織
想
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
貨
物
線
跡
地
計
画
の

事
業
中
止
や
我
孫
子
駅
北
口
の
市

民
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
、
我
孫
子
駅

南
北
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

捗
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
地
区
を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
と
し
て
再

概
築
を
図
る
も
の
で
す
。

’土
地
利
用
計
画
策

定
懇
談
会
を
発
足

市
民
の
意
見

を
反
映

Ｉ
Ｉ

“
些
墨
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作
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長
松

市
で
は
、
｝
易
土
地
利
用
計
画

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
昨
年

７
月
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
代
表
、

学
者
、
建
築
・
芸
術
家
を
は
じ
め
、

地
元
商
店
関
係
者
等
か
ら
な
る

「
土
地
利
用
計
画
策
定
懇
談
会
」

を
発
足
。

同
懇
談
会
僅
男
女
媚
名
の
委

員
（
左
表
参
照
）
で
織
成
さ
れ
、

現
在
ま
で
６
回
の
会
議
を
開
催
し
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
市
の
基
本
計
画

の
考
え
方
に
沿
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り

を
基
本
に
貨
物
線
跡
地
は
駅
に
近

い
利
便
性
を
考
慮
し
、
具
体
化
に

あ
た
っ
て
は
、
民
間
を
主
体
に
施

設
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
、

手
愛
沼
公
園
隣
接
地
に
つ
い
て
は
、

自
然
環
境
を
生
か
し
、
市
民
活
動

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施
設
づ
く

顯
馴
鵬
に
伴
う
ア
ン
ヶ
ｉ
ト
調
査
を
実
施

公募委員

中央学院大学企画調整韻

商栄会 会 長

我孫子市商工会理事

公募委員

中央学院大学助教授

我孫子青年会議所理事長

造 形表

副会長

鈴木知子 市
で
は
、
中
心
拠
点
整
備
椛

想
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
（
無
作
為
に
抽

出
し
た
３
０
０
０
名
）
を
対
象

に
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

｝
易
調
査
は
、
そ
の
他
の
市

民
の
方
や
市
民
の
方
以
外
（
市

内
在
勤
者
）
で
も
ご
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
調
査
用
紙
を

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

中島千恵子

野圏 進

広幡 隆
＄

よしや

藤井吉彌

古谷正勝
り
を
行
う
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
通
り
に
つ
い
て
も

歩
行
者
優
先
の
観
点
か
ら
〃
一
方

通
行
″
に
と
い
っ
た
案
も
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
の
般
終
的
な
取
り

ま
と
め
は
、
今
回
行
わ
れ
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
受
け
、

３
月
末
頃
に
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
９
月
に
は
、
市

職
員
で
枇
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
同
研
究

会
で
は
交
通
ア
ク
セ
ス
や
我
孫
子

駅
南
北
自
由
通
路
、
手
賀
沼
公
園

通
り
の
整
備
の
有
り
方
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
平
成
８
年
度
中
に
こ
の

懇
談
会
と
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の

検
討
結
果
を
受
け
、
全
体
的
な
中

心
拠
点
整
備
織
想
と
し
て
取
り
ま

と
め
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
企
画
課
、
各
支
所
・
行

政
連
絡
所
に
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
調
査
用
紙
発
送
１
月
四
日

（
金
）

▼
締
め
切
り
日
２
月
５
日

（
月
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
企
画
課
壷

（
記
）
１
１
１
１
内
線
２
２
５

星野順一郎

松岡信夫
ひでお

宮本瑛夫
しげお

松本成男

市教．育長中村宏
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市政ふれあい懇談

会に1刀名が参加

平
成
７
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会

市
長
の
資
産
等
公
開
条
例
な
ど
を
可
決

平
成
７
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
旭
月
枢
日
か
ら
溺
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
の
黄
産
等
公
開
条
例
な
ど
上
程
さ
れ

た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
枢
日
に

は
正
副
鑑
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
印
南
宏
氏
（
哩
歳
）
、

副
謹
長
に
渡
辺
永
治
氏
（
開
歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

皆さんの意見を市政に生かします君

（
閖
歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

囮
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録
及

氏
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
制
定

宏
（
別
過

南
囮
市
税
条
例
の
一
部
改
正
法
人

印
税
割
税
率
の
特
例
期
間
の
延
長
、

お
よ
び
精
神
保
健
法
の
改
正
に
伴

い
、
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽

氏
自
動
車
税
減
免
の
対
象
範
囲
を
拡

蒜
大
す
る
た
め

辺
画
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
我

渡
孫
子
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
制
定
市
長
の
査
産

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
考
え

方
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
新
た
に
「
市
政
ふ
れ
あ

い
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

、
月
週
日
か
ら
溺
日
ま
で
市
内

６
会
場
で
行
わ
れ
た
懇
談
会
に
は

１
７
７
名
の
参
加
が
あ
り
、
議
題

は
１
７
２
項
目
に
上
り
ま
し
た
。

意
見
の
内
容
と
し
て
は
、
地
域

の
道
路
・
側
瀦
の
改
善
要
望
（
巧

件
）
や
高
齢
者
福
祉
対
策
五
件
）

に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、

市
民
プ
ー
ル
建
設
、
図
書
館
整
備
、

成
田
線
複
線
化
の
要
望
も
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い

て
十
分
検
討
し
、
市
政
に
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
開
か
れ

た
市
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
懇
談
会
で
の
意
見
と
回

答
に
つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
を
、

情
報
公
開
総
合
窓
口
に
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
容

（
弱
）
１
１
１
１

※
挙
富
偏
胄
宮
児
富

４
月
１
白
か
ら
、
市
で
は
学
童

保
育
室
の
運
営
を
始
め
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
睦
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
共
働
き
の
家
庭
母
子
．

父
子
家
庭
で
、
家
庭
で
の
養
育
が

困
難
な
市
内
小
学
校
在
学
児
童

（
原
則
と
し
て
３
年
生
以
下
）

▼
保
育
時
間
＊
平
日
…
正
午
か

ら
午
後
６
時
＊
第
２
・
第
４
土

等
の
公
開
を
行
う
た
め

園
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
人
事
院
勧

告
お
よ
び
経
済
情
勢
を
勘
案
し
、

給
料
等
を
改
定
す
る
た
め

画
市
町
の
境
界
変
更
相
島
地
区

ほ
場
整
備
に
伴
い
、
印
西
町
と
の

境
界
を
変
更
す
る
た
め

囮
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正

園
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
電

柱
等
の
道
路
・
都
市
公
園
に
お
け

る
占
用
料
を
改
定
す
る
た
め

画
市
道
路
線
の
認
定
。
廃
止
。
変

更
青
山
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
い
、
区
域
内
の
市
道
路
線

を
定
め
る
た
め

画
財
産
の
取
得
消
防
団
４
個
分

団
の
ポ
ン
プ
車
買
い
替
え
の
た
め

圏
平
成
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

峨
日
、
夏
休
み
な
ど
…
午
前
８
時

か
ら
午
後
６
時

▼
保
育
料
児
童
１
人
に
つ
き
月

額
６
０
０
０
円
（
お
や
つ
代
別
途
）

▼
申
請
方
法
・
問
い
合
わ
せ
入

室
申
請
書
（
児
童
保
育
課
・
各
学

童
保
育
室
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
１
月
型
日
（
水
）
ま
で

に
児
童
保
育
課
壷
弱
）
１
１
１
１

へ
持
参
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

算
（
第
３
号
）

囮
平
成
７
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
１

号
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第

１
号
）
、
公
共
下
水
道
事
業
（
第

２
号
）
、
老
人
保
健
（
第
１
号
）

囮
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
中

村
宏
氏
を
再
任
す
る
た
め

中
村
宏
氏
、
大
正
皿
年
ｎ
月
５

日
生
、
寿
２
の
哩
の
３

園
損
害
賠
侭
の
額
の
決
定
公
用

車
事
故
の
鎭
害
賠
償
を
す
る
た
め

国
監
査
委
員
の
選
任
議
員
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
新
た
に
宮
田

基
弘
氏
を
選
任
す
る
も
の

宮
田
基
弘
氏
昭
和
型
年
蜘
月

４
日
生
、
湖
北
台
１
の
２
の
琿

圏
固
定
賓
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
葹
瞬
鋒
舞
氏
を
再
任

す
る
た
め

下
関
忠
義
氏
明
治
姪
年
ｎ
月

⑲
日
生
、
白
山
３
の
４
の
四

▼学童保育室

弓

こ
れ
ま
で
自
治
会
・
町
会
等
の

所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
は
、
団

体
名
義
で
の
不
動
産
登
記
が
で
き

ず
、
役
員
の
個
人
名
義
や
共
有
名

義
で
登
記
が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、

認
可
団
体
と
な
る
こ
と
に
よ
り
自
治
会
名
で

不
動
産
の
登
記
・
印
鑑
の
登
録
が
で
き
ま
す

ｂ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
ら
ｂ
善
戸
口
－
０
１
０
Ｋ
，
Ｄ
ｕ
ｒ
０
１
０
０
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ
二
■
Ｐ
ト
ト
ー
１
１
１
‐
卜

市
制
加
周
年
記
念
事
業
と
し
て

開
か
れ
た
〃
あ
び
こ
第
九
演
奏
会
″

か
ら
５
年
。
合
唱
連
盟
と
我
孫
子

フ
ィ
ル
で
は
、
再
び
我
孫
子
市
民

を
主
体
と
し
て
、
年
末
に
第
九
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

名
義
者
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
財

産
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
３

年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
毒

集
会
施
設
等
の
財
産
を
持
つ
団
体

は
、
市
長
の
認
可
を
受
け
る
こ
と

で
「
法
人
格
」
を
持
ち
、
団
体
自

身
の
名
義
で
財
産
を
登
記
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

認
可
の
要
件
と
し
て
は
①
良
好

な
地
域
社
会
の
維
持
お
よ
び
形
成

に
役
立
つ
協
同
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
、
現
に
そ
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
②
そ
の
区
域

が
客
観
的
に
明
ら
か
な
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
そ

の
区
域
に
住
所
が
あ
る
す
べ
て
の

個
人
は
構
成
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
相
当
数
の
者
が
現
に
鱗

成
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
④
必

手
づ
く
り
『
第
九
』
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

み
ん
な
の
声
と
演
奏
で
〃
歓
喜
の
歌
″
を

今
回
は
、
ソ
リ
ス
ト
に
も
我
孫

子
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
招
き
、

前
回
に
も
増
し
て
、
文
字
ど
お
り

〃
手
づ
く
り
第
九
″
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
唱
の
好
き
な
方
、
第
九
を
演

奏
し
て
み
た
い
方
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
演
奏
会
日
程
狸
月
皿
日
主
）
・

巧
日
（
且
、
２
回
公
演
を
予
定

▼
場
所
市
民
会
館

◎
募
集
内
容

Ⅱ
合
唱
の
部
Ⅱ

▼
参
加
賓
格
年
齢
、
性
別
、
経

験
の
有
無
は
不
問
。
練
習
（
パ
ー

ト
練
習
を
含
め
“
か
ら
卵
回
）
の

３
分
の
２
以
上
に
参
加
で
き
る
方

（
練
習
日
程
は
後
日
連
絡
）

認
可
を
受
け
た
団
体
（
認
可
地

縁
団
体
）
で
は
、
不
動
産
の
登
記

や
取
り
引
き
の
安
全
に
役
立
て
る

た
め
、
個
人
の
印
鑑
登
録
に
相
当

す
る
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
認
可
申
請
の
方
法
等
、
詳
し
く

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
孟
（
妬
）
１
１

１
１
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

要
事
項
を
備
え
た
規
約
を
定
め
て

い
る
こ
と
、
な
ど
が
必
要
で
す
。

な
お
、
認
可
を
受
け
た
場
合
に

は
、
団
体
と
し
て
の
性
格
や
活
動

に
変
更
や
制
約
が
生
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
規
約
を
変

更
す
る
と
き
は
市
長
の
認
可
が
必

要
に
な
る
な
ど
の
義
務
も
発
生
し
、

法
的
位
霞
付
け
お
よ
び
取
り
扱
い

は
変
わ
り
ま
す
。

P

▼
参
加
壷
無
料
（
楽
譜
代
別
途
）

▼
申
し
込
み
〈
ガ
キ
に
住
所
、
、

氏
名
、
遜
話
番
号
、
希
望
パ
ー
ト

を
明
記
し
、
１
月
誕
日
（
水
・
必

着
）
ま
で
に
高
野
山
４
６
２
の
８

北
澤
和
郎
方
「
あ
び
こ
第
九
を
歌

、
フ
《
幸
」
へ

▼
問
い
合
わ
せ
矢
野
壷
（
唖
４

６
６
２
、
久
野
壷
（
”
）
０
４
５
７

１
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
部
Ⅱ

▼
募
集
対
象
特
に
弦
・
打
楽
器

食
ず
れ
も
楽
器
経
験
者
に
限
る
）

▼
練
習
日
・
場
所
毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
鋤
分
か
ら
正
午
、
湖
北

地
区
公
民
館

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
森
塞
（
鍋
）
３
４
３
０
、
竹
内

（
認
）
０
４
７
３
へ

第10回花： ンクール作品募§可

市
で
は
、
緑
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

一
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い

型
ま
す
。
癒
っ
て
ご
参
加
を
。

｜
▼
参
加
資
格
花
埋
づ
く

奉
一
り
を
職
業
と
し
て
い
な
い

季
市
内
在
住
者
ま
た
は
団

叩
体
（
学
校
、
子
ど
も
会
、

形
自
治
会
、
企
業
等
）

ル
▼
対
象
花
埴
平
成
７
年

一
度
中
に
市
内
で
作
成
し
た

ン
も
の
で
、
総
面
種
５
㎡
以

〆
上
の
花
埋
（
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ヨ
ッ
ト
、
プ
ラ
ン
タ
ー
含
む
）

逗
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ

に
せ
模
造
紙
に
花
鯉
の
状

凰
況
を
２
か
所
以
上
か
ら
蝿

Ⅳ
影
し
た
写
真
（
サ
ー
ビ
ス

矛
判
以
上
）
と
花
の
種
類
や

口
錨
鵠
理
蒜
鮮

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
公

園
緑
地
課
壷
（
題
１
１
１

１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

還付申告は確定申告

期間前でも受け付けます

柏税務署へお早めに

柏
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
き
い
。

間
（
２
月
琿
日
か
ら
３
月
狙
旦
◎
出
張
還
付
申
告
相
談

を
前
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
▼
日
時
２
月
８
日
（
木
）
午
前

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
９
時
鋤
分
か
ら
正
午
、
午
後
１

申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
時
か
ら
３
時
訓
分

す
の
で
、
還
付
申
告
や
相
談
は
な
▼
場
所
市
民
会
館

る
べ
く
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
▼
内
容
住
宅
取
得
特
別
控
除

な
お
、
２
月
８
日
（
木
）
に
は
、
医
療
変
控
除
な
ど
の
還
付
申
告

市
民
会
館
で
税
務
署
職
員
に
よ
る
▼
問
い
合
わ
せ
柏
税
務
署
壷

出
張
還
付
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
（
蓮
２
３
２
１

睡
》
繍

Ｑ脇の
協
院
恩
賜
賞
を
受
愛
し
て
い
ま
す
。

鋪
一
一
今
図
作
震
を
濯
す
⑳

》
侭

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
平
成
９
心
当
た
り
の
方
は
教
育
委
員

年
１
月
に
我
孫
子
市
に
ゆ
か
り
会
市
史
編
さ
ん
室
、
ま
た
は
市

の
あ
る
陶
芸
家
河
村
職
雌
の
民
プ
ラ
ザ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
品
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
▼
連
絡
先
。
問
い
合
わ
せ
教

河
村
蜻
山
萌
治
認
年
か
ら
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室
垂

昭
和
蝉
年
）
は
、
昭
和
過
年
か
弱
）
１
１
５
１
、
市
民
プ
ラ
ザ

ら
調
年
ま
で
手
黄
沼
湖
畔
に
住
垂
（
配
）
２
１
１
１

展にご協力をお願いします

ｌ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
且
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ｂ
Ｕ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
日
日

学童保育室名（場所）

手賀沼（手賀沼公園脇）

根戸小（根戸小内）

並木小（並木小内）

小（第三小内）
一

一

一

高野山小（高野山小内）

二小（第二小内）

湖北台（湖北台支所裏）

湖北小（湖北小内）

新木小（新木小内）

布佐（布佐小内）

対象校

第一・第四小

根戸小

並木小

第三小

高野山小

第二小

湖北台西・東小

湖北小

新木小

布佐・布佐南小

団
体
等
の
認
可

団
体
印
鑑
の
登
録
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「
自
家
発
電
し
た
電
気
を
電
力

会
社
に
売
る
」
こ
と
が
国
の
規
制

緩
和
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
昨
年
の
４
月
。
こ
れ
を
待

っ
て
市
内
で
初
め
て
「
売
電
」
し

た
の
は
前
田
賊
一
さ
ん
。

通
産
省
・
査
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

モ
ニ
タ
ー
事
業
に
応
募
し
、
昨
年

８
月
末
か
ら
太
陽
光
発
電
を
開
始

し
た
。
太
陽
電
池
ア
レ
イ
を
蜘
枚

屋
根
に
設
髄
し
て
、
太
陽
の
光
を

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
、
イ
ン

バ
ー
タ
ー
で
交
流
に
直
し
た
後

自
宅
で
使
用
す
る
以
外
の
電
気
を

電
線
を
通
し
て
東
京
遮
力
に
送
る

仕
組
み
で
、
最
大
時
５
キ
ロ
ワ
ッ

ト
ま
で
の
発
遜
能
力
を
持
つ
。

開
始
か
ら
昨
年
末
ま
で
の
４
か

電
気
製
品
の
小
型
化
・
コ
ー
ド

レ
ス
化
が
進
み
乾
電
池
を
使
う
製

品
が
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
製
品
に
使
用
さ
れ
て

い
る
乾
電
池
に
は
、
使
い
捨
て
型

の
一
次
電
池
ニ
ン
ガ
ン
・
ア
ル

に竺韻］

乾電池の特性に

あった使い方をしましょう

〔
嚇
塾
皿
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

■

カ
リ
）
と
繰
り
返
し
使
用
可
能
な

二
次
電
池
（
ニ
ッ
ケ
ル
・
カ
ド
ミ

ウ
ム
）
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

市
販
き
れ
て
い
る
乾
電
池
の
種
類

は
多
く
、
一
般
消
蛮
者
が
電
池
の

性
能
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
比
較

的
難
し
い
よ
う
で
す
。

今
回
は
、
使
い
捨
て
型
の
電
池

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
は
マ
ン
ガ

ン
乾
電
池
で

乾
電
池
を
使
用
す
る
機
器
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に

マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
は
、
続
け
て
使

う
よ
り
も
休
ま
せ
な
が
ら
使
う
と

長
持
ち
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
マ
ン

ガ
ン
乾
電
池
が
使
用
休
止
中
に
容

量
を
回
復
す
る
た
め
で
、
間
欠
的

に
使
う
こ
と
に
よ
り
、
連
続
使
用

す
る
よ
り
も
約
１
～
２
割
持
続
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
や
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
な
ど
に
は
マ
ン
ガ
ン
乾

電
池
が
向
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

月
で
、
合
計
１
３
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
（
約
３
万
４
０
０
０
円
）
の
発
電

を
し
て
い
る
溌
こ
の
う
ち
約
６

割
を
自
宅
で
使
用
し
て
い
る
の
で
、

売
電
は
４
割
程
度
。
「
昼
間
は
ほ

と
ん
ど
電
気
を
買
っ
て
い
ま
せ
ん
。

売
る
ほ
う
の
電
力
計
が
回
転
し
て

い
る
の
を
見
る
と
、
な
ん
と
も
良

い
気
分
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

､夛陵室

▼

ノ

ilｰ

１
１
ア
ー
’

◎
長
時
間
の
使
用
は
ア
ル
カ
リ
乾

電
池
で

乾
電
池
の
連
続
使
用
の
場
合
、

マ
ン
ガ
ン
高
性
能
型
乾
電
池
（
赤

電
池
）
の
寿
命
を
１
と
し
て
比
較

し
て
み
る
と
、
マ
ン
ガ
ン
超
高
性

能
型
乾
電
池
（
黒
電
池
）
は
約
１

・
５
倍
、
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
は
約

３
か
ら
４
倍
の
寿
命
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ラ
ジ
オ
カ
セ

ッ
ト
や
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
長
時
間

使
用
す
る
場
合
に
は
、
連
続
使
用

に
耐
え
交
換
が
少
な
い
ア
ル
カ
リ

乾
電
池
の
ほ
う
が
有
利
で
す
。

◎
長
時
間
使
用
し
な
い
時
は
乾
電

池
を
は
ず
し
て

最
近
の
乾
電
池
は
性
能
が
良
く

な
り
液
漏
れ
は
少
な
い
で
す
が
、

液
漏
れ
の
事
故
は
長
い
間
使
用
せ

ず
に
装
着
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
で
起
こ
る
よ
う
で
す
。
長
期

間
機
器
を
使
用
し
な
い
場
合
は
、

乾
電
池
を
取
り
は
ず
し
て
お
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
使
用
の
際

中
学
１
年
の
技
術
の
時
間
に
、

手
に
し
て
い
た
ト
タ
ン
板
に
太
陽

が
当
た
り
、
「
こ
ん
な
に
熱
が
集

め
ら
れ
る
の
か
」
と
感
激
し
、
こ

の
熱
を
使
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た

の
が
、
太
陽
熱
と
の
出
会
い
。
加

年
前
に
日
本
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
が
発
足
す
る
と
す
ぐ
に
入
会
し

た
。

I

市内で初めて太陽光発電で
つくった電気を東電に売電

まえだせいいち
I

前田誠一さん
(寿）

は
、
乾
電
池
に
記
載
さ
れ
て
い
る

注
意
事
項
を
守
り
、
特
性
に
あ
っ

た
使
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
「
か

し
こ
い
消
識
者
」
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
云
（
顕
）
１
１
１
１

ノ

石
油
と
原
子
力
に
頼
る
日
本

の
電
力
事
情
に
危
機
感
を
持
っ

て
お
り
、
「
環
境
に
優
し
い
太
陽

熱
、
風
力
、
波
力
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ

せ
一
刻
も
早
く
地
球
に
住
む

生
物
へ
の
危
険
を
減
ら
さ
な
け

れ
ば
。
そ
れ
が
子
孫
へ
の
最
大

の
思
い
や
り
」
と
同
シ
ス
テ
ム
へ

の
期
待
は
大
き
い
。
周
囲
に
も

導
入
を
呼
び
掛
け
、
．
つ
い
最
近

市
内
に
第
２
号
が
鯉
生
し
た
。

現
在
、
市
の
廃
棄
物
基
本
問

題
調
査
会
委
員
も
務
め
、
「
我

孫
子
市
が
ゴ
ミ
処
理
、
雨
水
利

用
な
ど
を
含
め
て
、
少
し
で
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
の
気
概
を
持

っ
た
市
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
」
と
語
る
。
副
歳
。

’1

▼
日
時
。
場
所
２
月
６
日
（
火
）

午
前
、
時
か
ら
ｎ
時
妬
分
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
、
東
武
ス
ト
ア
湖

北
マ
イ
ン

▼
主
催
我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
ａ
（
顕
）

１
１
１
１

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年

の
非
行
防
止
活
動
と
し
て
、
街
頭

指
導
へ
電
話
・
来
所
相
談
活
動
な

ど
を
通
し
て
非
行
の
早
期
発
見
・

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

街
頭
指
導
状
況
と
変
質
者
に
対
す

る
注
意
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
街
頭
指
導
状
況

昨
年
４
月
か
ら
哩
月
ま
で
に
市

内
６
中
学
校
区
内
の
公
園
、
ス
ー

パ
ー
、
駅
構
内
な
ど
で
総
計
砺
回

の
街
頭
指
導
を
実
施
。
指
導
の
内

訳
と
し
て
は
、
喫
煙
、
夜
遊
び
が

ほ
と
ん
ど
で
、
特
に
喫
煙
は
、
公

園
や
ゲ
ー
ム
場
、
ス
ー
パ
ー
の
屋

青
少
年
を
非
行
と

変
質
者
か
ら
守
ろ
う

日

P

上
、
路
上
な
ど
で
高
校
生
に
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

◎
変
質
者
に
注
意
を

痴
漢
や
露
出
狂
は
、
季
節
に
関

係
な
く
出
没
し
て
い
ま
す
。
手
口

と
し
て
は
、
学
校
の
登
・
下
校
、

夜
間
の
塾
帰
り
な
ど
を
狙
い
、
自

動
車
や
自
転
車
で
場
所
を
訪
ね
る

ふ
り
を
し
て
近
づ
き
、
下
半
身
を

露
出
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
下
校
時
、
夕
方
の
一
人
歩
き
は

さ
け
ま
し
ょ
う
。

②
塾
や
習
い
ご
と
の
帰
り
に
は
同

じ
方
向
の
友
だ
ち
と
帰
る
。

③
痴
漢
・
露
出
行
為
に
あ
い
そ
う

に
な
っ
た
ら
大
声
で
人
を
呼
ぶ
。

④
「
怪
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
近

く
の
人
に
連
絡
す
る
か
、
誓
察
に

通
報
す
る
。

⑤
見
知
ら
ぬ
人
に
つ
い
て
い
っ
た

り
、
車
に
乗
っ
た
り
し
な
い
。

◎
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も

種
極
的
に
青
少
年
健
全
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
少
年
セ
ン
タ
ー

壷
（
顕
）
１
１
５
１

崎
実
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

〕
》

一
』

が
ｑ
、

？
しあ一

一
つ
の
果
実
に
仲
よ
く
二
個
の
種

冬
枯
れ
の
薮
で
、
サ
ル
ト
リ
イ
子
が
納
ま
っ
て
い
る
の
で
縁
起
が

バ
ラ
が
宝
石
の
よ
う
に
輝
く
赤
い
よ
く
、
敬
老
会
、
古
稀
、
米
寿
の

－1－ご
(市民参加による)夛＊

布佐地区でまちなみ

ウオッチングを篇儂

市民参加による ｡

サルトリイパラ
り

(ゆり科）

昨
年
ｎ
月
、
日
主
）
に
布
佐
地

区
で
、
初
め
て
市
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
、
福

嶋
市
長
を
は
じ
め
、
景
観
形
成
推

進
懇
話
会
委
員
な
ど
塑
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

参
加
者
は
ふ
だ
ん
見
過
ご
し
が

ち
な
民
家
の
た
た
ず
ま
い
に
ほ
っ

と
し
た
り
、
宮
ノ
森
公
園
で
見
つ

け
た
カ
ワ
セ
ミ
に
感
動
し
た
り
、

有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
開
か
れ
た
意
見
交

換
会
で
は
、
「
竹
内
神
社
周
辺
は

学
校
や
公
園
が
一
体
と
な
り
自
然

や
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
」
「
景

観
問
題
は
多
く
の
市
民
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
」

な
ど
の
意
見
が
活
発
に
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
ま
ち
な
み
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
の
様
子
と
参
加
者
か
ら

の
意
見
や
感
想
を
市
役
所
ロ
ビ
ー
、

湖
北
地
区
公
民
館
、
布
佐
支
所
で

１
月
誕
日
（
水
）
ま
で
掲
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
都

市
対
策
係
室
（
顕
）
１
１
１
１

祝
い
に
好
ん
で
生
け
ら
れ
ま
ず

葉
は
丸
く
て
つ
や
が
あ
り
、

葉
の
付
け
根
か
ら
伸
び
た
ひ
仏

た
く
よ
う

状
の
托
葉
の
先
は
巻
き
ひ
げ
シ

な
っ
て
物
に
絡
み
つ
き
ま
す
。

花
期
は
五
・
六
月
で
す
が
、

黄
緑
色
の
小
さ
な
花
で
目
立
ち

ま
せ
ん
。

「
猿
揃
り
茨
」
の
名
は
茎
に

つ
い
て
い
る
刺
に
由
来
し
ま
す
。

こ
の
葉
で
餅
を
包
む
の
で

「
餅
葉
」
「
ま
ん
じ
ゅ
う
ぱ
」

な
ど
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
。

若
葉
で
包
ん
だ
餅
は
ク
マ
リ

ン
の
香
り
が
し
て
、
特
に
美
味

だ
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の

－－」

福
祉
推
進
市
民
研
究
会
委
員
を
募
集

市
で
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ッ
今
回
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
よ
び
福
祉
総
合
計
画
推
進
協
議

プ
を
持
つ
方
が
そ
の
人
ら
し
く
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
次
の
と
お
会
委
員
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ

自
立
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
り
研
究
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
ん
）

生
活
で
き
る
よ
う
、
平
成
６
年
あ
な
た
の
意
見
を
、
我
孫
子
の
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

度
か
ら
「
福
祉
推
進
６
か
年
計
福
祉
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
応
募
に
当
た
っ
て
の
意
見
・
提

画
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ん
か
。
恋
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
言
等
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

平
成
８
年
度
に
は
、
同
計
画
▼
募
集
人
員
＊
高
齢
者
福
祉
推
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、
住
所

に
つ
い
て
見
直
し
作
業
を
行
う
進
部
門
…
８
名
＊
障
害
者
福
祉
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

予
定
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
推
進
部
門
…
４
名
＊
ひ
と
り
親
記
し
、
２
月
５
日
（
月
・
必
着
）

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
・
児
童
福
祉
推
進
部
門
：
・
６
名
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
保
健

昨
年
、
福
祉
推
進
市
民
研
究
会
▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方
福
祉
部
厚
生
課
壷
（
妬
）
１
１
１

を
設
置
し
ま
し
た
。
禿
だ
し
、
福
祉
政
策
懇
談
会
お
１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

黍づくりみそ講習会
伝日程下表参照

し定員各会場先着25名

し参加蜜200円（材料費別途）

，持参三角巾、エプロン、筆記
用具

陰申し込み・問い合わせ電話で我

孫子生活センター冠(84)0444へ

期 日

1月248(水）

2月7B(水）

2月8日(木）

2月14日(水）

2剛58(木）

2月22日(木）

時 間

午
後
１
時
釦

分
か
ら
３
時

一
嘩
雑
純
鮓
鋤
細
一

分
か
ら
正
午

会場

天王台北近縢センター

中央公民館

湖北地区公民館

久寺家会館

布佐南近隣センター

新木近隣センター
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’ 伝日時・場所2月5日(月)午前修日時1月20日から4月20日ま

9時受け付け、市民体育館での毎月第3土曜日、午前10時か
ｰ

し種目ダブルス（A・B・○ラら正午

ンク別リーグ戦）昼場所天王台北近隣センター

し参加費1組1200円（ただし、場所が確保された場合

し申し込み・問い合わせハガキに限る）

に2人の住所、氏名、電話番号、似内容世界事情等を英語で討論

砂

国副国国
大会名、ランク、クラブ名を明記惨受講料4500円（1回1300円）〃

し、1月20日(土・必着)までに高少定員先着15名

オウム真理教関係の特別手配犯

人がいまだに逃走中です。近所で不

審な人物や犯人を見かけたときは

110番まだはフリーダイヤル冠01

20-006024へご連絡ください。

し問い合わせ我孫子警察署盃

(82)0110

画 ･回国
国 国画回

シ曰時2月3日(土）・4日(日）

＝

シ日程

⑮⑤⑨圃圃
▽社会福祉事業臺金にと、小高正

直様（白山）から100万円、住友

生命我孫子支部営業員一同様から

1万円、日立化成関連労働組合連

合会様から25万円、芝原旅行会様

から2万円、布佐南地区まちづく

り協議会様から2万円、天理教東

葛支部様から1万3705円の寄付が

ありました。

▼我孫子市北部地域文化祭実行委

員会様から社会福祉事業基金にと

1万7900円、緑の基金にと1万63

94円の寄付がありましだ。

▼国際ソロプチミスト干葉ユーカ

リ様から身体障害者福祉センター

にと重度障害者用意志伝達装置

「トーキングノート」と電動車イ

ス各1台、学童保育室にと一輪車

20台の寄贈がありましだ。

陰申し込み・問い合わせハガキ伝問い合わせ市民生活課 月17日(水)から2月g日(金)まで

少申し込み・問い合わせ履歴雲｜Iこ住所、氏名、年齢、性別、電話

番号を明記し、1月31日（水・必

市）見学ほか（参加費無料）

医曰時2月23日(金)から26日惨定員先着40名

※車でのお越‘しはご遠慮ください。

し場所群馬県尾瀬岩鞍スキー場ユ

シ定 員先着40名合日時・場所2月4日(日)午前調査・報告、研修会等への参加

伝参加愛4万2000円8時30分受け付け、市民体育館少申し込み・問い合わせ電話で

し申し込み往復ハガキに住所、惨種目一般男・女、混成2月9日(金)まで|こ市民生活課盆 ｜
’

4

氏名、年齢、電話番号、スキー歴、惨参加費1チーム1000円（85)1111内線329へ

貸しスキー希望の有無を明記し、し申し込み・問い合わせハガキ

1月31日（水・必着）までに緑2に参加種目、チーム名、参加者全 ’ ’
シ設計対象手賀沼公園花壇（5

海×10蔀）で春に楽しめるもの

（使用する草花は、球根類、一年

草、宿根草等の種類を問いません）

し応募貢格市内在住、在勤者

（ただし、専門業者を除く）

し応募期限2月29日(木)まで

少応募方法・問い合わせ草花の

種類、色、配置等（使用する草花

の量は不要）を図面に書き、住所、

氏名、電話番号を明記し、我孫子

1858市役所公園緑地課緑化推進係

云(85)1111へ郵送または持参

函
騒
１
月
溺
翻

腰日時・場所2月18巳(日)午前

在勤、在学の初心者） 惨問い合わせ深山壷(88)1526
口

‘惨参加費一般1300円、中・高校

生800円

レ申し込み・問い合わせハガキ伝日時・場所1月28日(日)午後
に住所、氏名、年齢、性別、電話1時から、湖北地区公民館

番号、ランクを明記し、2月9日伝内容講演r子どもの頃にくぐ
’

修日時＊講演…1月27日(土)午

後1時から3時30分、＊ボランテ

ィア体験（リズム遊び、おもちゃ

図書館）…2月3日(土)午後2時

から4時まだは2月10日(土)午前

10時から正午のいずれか1日

し場所天王台北近隣センター

し定員先着40名（参加費無料）

し申し込み・問い合わせ電話で

ボランティアセンター盃(85)5233

へ

…三

(火)、午前10時から午後7時（た

だし、30日は午後5時まで）
｡

’ 職
伝参加費1500円（昼食代を含む）

●

(火)午前10時から午後8時（ただ

’ ’ 聯
し資格保田の資格を持つ方

似勤務時間月曜日から金曜日の

午前8時45分から午後3時30分

し募集人員2名

医申し込み．問い合わせ電話で

湖北台幼児教室壷(88)0185へ（午

前9時から午後2時まで）

し、30日は午後5時まで）

し場所 腰日時・場所1月28日(日)午前

10時開場市民会館

し入場料無料

し問い合わせ商工会事務局壷

(82)3131

伝入場料無綱

垂(45)7240

上級英語会話講座生柵子禰鰯人鋤絵
1月31日(水)は、市・県

民税第4期分の納期限です。

忘れずに納めましょう。

＝収税課a(85)1111＝

オウム特別手配犯人の
逮捕にご協力を

男塾(費
一

軽に出来る
礎料理)参加者第20回我孫子市消費生活展

｢ずっと獅子で暮らしたいPARTⅢ」
学童保育室指導員

市民スキー教室

種別

月額
指導員

日甑
描導員

臨時

定員

20名

11名

20名

勤務時間等

平日6時間

学筏休業日8時間

平日6時間

学筏休業日2～4時間

（
馬
は
晶
哩

非
蔚
蒋
副

悪霧彗唾聿誕謬警髻’
＜らしの移動教室

ｽｷー 講習会｡バｯジ検定
市消費生活モニター

市民インディアカ大会

1月26日は

文化財防火デー
日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)1淵

第8ﾛ聴鬮計ｺﾝｸーl昨品
1⑰火

17水

18木

19金

2⑪土

Z1e

22月

25火

24水

25木

20金

27土

Z8e

29月

ろ0火

芯Ⅲ水

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
可鳥の博物館休館
画市民ブラザ休館

m法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
函市民プラザ休館

函税務・消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
酎酒害相談＝保健センター13;30～15:00

函市役所閉庁(一部の施設は除く）
画外国人相談＝市民プラザ13:30～15:30
E"少年の日

の日曜当番医＝テレホンサービス
画休日救急歯科診畷日=休日救急歯科診踊所(市民会館内)9:00~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
画家庭の日

唾人権・行政・消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
の心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00

画市民会館・市民図惑館・鳥の博物館休館
。つつじ荘・西部福祉センター休館

の法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
腫画アルコール家族教室＝天王台湾年館13530～15:30

叩市民プラザ休館
の水道料金納入期限＝口座振替日

､市役所閉庁(－部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

露休日叙急歯科診畷日=休日救急歯科診震所(市目絵館内)9:00~11:30

函消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
画市民会館・市民図書館・市民体育館休館
の鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
面つつじ荘休館

“西部福祉センター休館

③
函

撰生活相談＝市民相談室10:00～15:00
】民年金保険料納期限＝口座振替日

バドミントン連盟
シ ングルス大会

中里寄席

第16回讓裂艫鐇
,ハンディのある子どもに係る
'ボランティア養成講座生

劉胴獺子市美臓鵬グﾙｰ展
｢クレマチスアート油彩展」

我孫子将棋大会

雛辮鶏議総雲
湖北台幼児教室保育者

第14回商工会婦人部
踊りと唄の発表会


